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特徴 

コア 

 32 ビット Arm® Cortex®-M0+ コア 

 最大 32 MHzの動作周波数  

メモリ 

 128 KB容量のコート・フラッシュメモリ 

‒ 内容保護のためのリード・プロテクション 

 4 KB容量のデータ・フラッシュメモリ 

‒ 内容保護のためのリード・プロテクション 

 16 KB容量のSRAM 

クロック, リセットおよび電源管理 

 2つのメイン動作クロック: HCLK、 PCLK 

 ２つのシステム・リセット: コールド・リセット、ウォ

ームリセット 

 低電圧の検出 

‒ 低電圧リセット (LVR) 

‒ 低電圧インジケータ (LVI) 

 消費電力管理 

‒ Run、SLEEP、DEEP SLEEPモード 

 システム・クロック監視機能 

割り込みの管理 

 28 個の割り込みソース入力のネスト型ベクタ割

り込みコントローラ (NVIC) 

汎用入出力ポート（GPIO） 

 最大 61 個のI/Oピン 

 32 個のマッピング可能な外部割り込みベクタ 

 シンクタイプの高電流出力ポート 

 

 

DMAコントローラ 

  2 チャンネルのダイレクト・メモリ・アクセス 

  8/16/32 ビットのデータ転送 

  20 個の内蔵ペリフェラル連動 

ADC 

 1つの独立ADCブロック 

 14 個のアナログ入力チャンネル 

 5 ビット・プリスケーラ 

 A/D変換速度 50 ksps  

タイマ 

 16 ビット・タイマ: 6 チャンネル 

 32 ビット・タイマ: 2 チャンネル 

 タイマ動作モード 

‒ 周期タイマ・モード 

‒ ワンショット・モード 

‒ PWMモード 

‒ キャプチャ・モード 

 12 ビット・プリスケーラ 

ウォッチドッグ・タイマ 

 24 ビット・ダウンカウント・タイマ 

 リセットおよび周期割り込み 

 選択可能な４つの分周器 

ウォッチ・タイマ 

 14 ビット分周器 

 12 ビット・アップカウンタ 

 リアルタイム・クロック 
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通信インターフェース 

 UART 

‒ 2つの汎用調歩同期式シリアル・インタフェー

ス 

 USART 

‒ 3つの汎用同期式/調歩同期式シリアル・イ

ンタフェース 

 I2C 

‒ 3つのI2Cバス・インタフェース 

 SPI 

‒ ２つのシリアル・ペリフェラル・インターフェー

ス 

CRC 計算ユニット 

 CRC動作モード 

‒ CRC-CCITT 

‒ CRC-16 

‒ 自動CRC / ユーザ定義のCRC 

‒ CRCおよびチェックサム 

 

 

デバッグ・インターフェース 

 シリアル・ワイヤ・デバッグ (SWD) インターフェー

ス 

パッケージ 

 64-LQFP-1010 (0.50 mm ピッチ) 

 48-LQFP-0707 (0.50 mm ピッチ) 

 44-LQFP-1010 (0.80 mm ピッチ) 

 32-LQFP-0707 (0.80 mm ピッチ) 

 32-QFN-0505 (0.50 mm ピッチ) 

動作電圧 

 1.8 V ～ 5.5 V 

動作温度 

 商用グレード (−40℃ ～ 85℃) 

 産業用グレード (−40℃ ～ 105℃)  

 

 

 

 

製品選択表 

表 1. デバイス・ シリーズの概要 

ベース製品 パートナンバ 
フラッシュ 

メモリ 
SRAM UART USART SPI I2C ADC タイマ 

I/O 

ポート 
パッケージ 

A31S134 

A31S134RL 128 KB 16 KB 2 3 2 3 14 8 61 64-LQFP-1010 

A31S134CL 128 KB 16 KB 2 3 2 3 14 8 45 48-LQFP-0707 

A31S134SN 128 KB 16 KB 2 3 2 3 14 8 41 44-LQFP-1010 

A31S134KN 128 KB 16 KB 1 3 2 2 8 8 29 32-LQFP-0707 

A31S134KU 128 KB 16 KB 1 3 2 2 8 8 29 32-QFN-0505 
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1. 概要 

本データシートはデバイスがサポートする様々な機能の概要と簡単な説明から、各機能に関しての詳しい情

報まで提供します。 デバイスでサポートされている機能のリストについては表 3を参照してください。  

2. 説明 

A31S134は高効率のARM社のCortex®-M0+ コアをベースにした32 ビットのマイクロコントローラ (MCU) で、最

大 128 KB容量のコード・フラッシュメモリと4 KBのデータ・フラッシュメモリおよび16 KBのSRAMを搭載してい

ます。 A31S134は 1.8 Vから 5.5 Vまでの電圧範囲で動作し、様々な制御アプリケーションに柔軟性とコスト効

率の高いソリューションを提供します。 このマイクロコントローラ (MCU) には 16 ビットと 32 ビットのタイマ、12

 ビットのADC、CRCジェネレータ、そしてUART、USART、I2C、SPI、DMAなどの様々なペリフェラルが備えて

います。 さらに、POR、LVR、LVIおよび内部RC発振器 (オシレータ) も内蔵されています。  

消費電力をさらに低減するためにA31S134は SLEEPモードと DEEP SLEEPモードをサポートします。  

2.1 製品カテゴリの定義 

A31S134のメモリ容量の概要を表 2に示します。  

表 2. A31S134のメモリ容量 

 

 

  

メモリ容量 
カテゴリ 

フラッシュ RAM 

128 KB 16 KB A31S134 
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2.2 ペリフェラルの概要 

表 3は本デバイスの一番大きなパッケージを基本で各機能の要約を示します。  

表 3. A31S134の特徴 

  

項目 説明 

コア 

CPU 

 最大動作周波数: 32 MHz 

 32 ビット Aｒｍ® Cortex®-M0+ コア 

 16 ビットThumb-２ 命令セット 

 コア・レジスタの種類: 

- 32 ビット汎用レジスタ: R0-R12 

- メイン・スタック・ポインタ (MSP) とプロセス・スタック・ポインタ (PSP): R13 

- リンク・レジスタ (LR): R14 

- プログラム・カウンタ (PC): R15 

 データの順序付け形式: リトル・エンディアン （Little-Endian） 

 AHB / APB バス 

割り込み 

コントローラ 

 ネスト型ベクタ割り込みコントローラ (NVIC) 

 最大 28 個のペリフェラル割り込みをサポート 

 2 ビット幅のグループ優先度： 4 レベルの優先度 

メモリ 

コート・フラッシュ 

 容量: 128 KB 

 大容量のコード・フラッシュメモリ内蔵 

 最大 32 MHz のフラッシュ・アクセス速度 

 イレース単位: ページ (256 バイト)、 バルク (128 KB ) 

 プログラム単位: ワード (4 バイト)、 ページ (256 バイト) 

 リード・プロテクション機能 

 セルフ・プログラミング 

 フラッシュメモリ用のCRCコード生成と検証 

 再プログラム/イレース・サイクル: 10,000 サイクル 

 データ保存時間: 10 年 

データ・フラッシュ 

 容量: 4 KB 

 最大 32 MHzのアクセス速度 

 イレース単位: ページ (32 バイト)、 バルク (4 KB) 

 プログラム単位: ワード (4 バイト)、 ページ (32 バイト) 

 リード・プロテクション機能 

 再プログラム/イレース・サイクル: 100,000 サイクル 

 データ保存時間: 10 年 

SRAM 

 容量: 16 KB 

 プログラムの作業領域として使用可能 

 タイム・クリティカルなコードの高速実行 

 割り込みベクタ領域として使用可能 
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表 3. A31S134の特徴 (続き) 

項目 説明 

システム・ 

コントロール・ 

  ユニット (SCU) 

動作周波数  2 MHzから 32 MHzまで (HIRC、XMOSC) 

クロック 

 高速内部RC発振器 (HIRC)  

- 32 MHz (±1.5% @Ta = 0℃ ～ 50℃) 

- 32 MHz (±2% @Ta = -40℃ ～ 85℃) 

- 32 MHz (±3% @Ta = -40℃ ～ 105℃) 

 低速内部発振器(WDTRC) 

- 40 kHz (±15% @Ta = -40℃ ～ 105℃) 

 外部メイン発振器 (XMOSC): 2 ～ 16 MHz 

- 16 MHz @VDD = 2.7 V ～ 5.5 V 

 外部サブ発振器 (XSOSC): 32.768 kHz 

- 32.768 kHz @VDD = 1.8 V ～ 5.5 V 

クロック・ 

モニタリング（監視） 

 クロック監視によるシステムフェイルセーフ機能 

- 高速内部RC発振器 (HIRC) 

- 外部メイン発振器 (オシレータ) (XMOSC) 

- 外部サブ発振器 (オシレータ) (XSOSC) 

- メイン・システム・クロック (MCLK) 

動作モード 

 RUN モード 

 SLEEP モード 

 DEEP SLEEP (STOP) モード 

リセット 

 nRESETピン・リセット 

 コア・リセット 

 パワーオン・リセット  (POR) 

 ソフトウェア・リセット 

 ウオッチドッグ・タイマ・リセット (WDTR) 

 低電圧リセット (LVR) 

 クロック監視リセット 

VDC  内部電源用低ドロップアウト (LDO) レギュレータを内蔵 

POR  PORジェネレータ: 外部VDD電圧が 1.2 V以上を検出してリセット信号を生成 

LVI 

 12 段階の低電圧検出レベル 

 割り込みのサポート 

 SLEEPモードからのウェイクアップをサポート 

ウェイクアップ 

 汎用 I/O (GPIO) 割り込みピンによるウェイクアップをサポート 

 ウォッチタイマ (WT) によるウェイクアップ 

 ウォッチドッグ・タイマ (WDT) によるウェイクアップ 

 タイマ20 (T20) によるウェイクアップ 

 低電圧インジケータ (LVI) によるウェイクアップ 

ウェイクアップ・タイマ 

(WUT) 

 16 ビット・ダウンカウント・タイマ 

 アンダフロー割り込み 

 DEEP SLEEPモードからの復帰時の安定化時間のカウント 



A31S134データシート 2. 説明 

 

11 

表 3. A31S134の特徴 (続き) 

  

項目 説明 

汎用I/O (GPIO) 

 汎用入力/出力 (I/O) ポート 

 64-LQFP-1010 

- I/O ピン: 61 

 48-LQFP-0707 

- I/O ピン: 45 

 44-LQFP-1010 

- I/O ピン: 41 

 32-LQFP-0707 

- I/O ピン: 29 

 32-QFN-0505 

- I/O ピン: 29 

 各ピン (端子) の選択可能な入/出力構成: 

- プッシュプル出力 

- オープンドレイン出力 

- 通常の入力 

 マルチプレクサ設定を通じてのピンの構成 

 以下のオプションを伴う外部割り込みソース (PB[11:0]、PC[7:0]、PE[8:0]、PF[4:

2]) を次のオプションで として構成可能: 

- 立ち上がりエッジ (高レベル) 

- 立ち下がりエッジ (低レベル) 

- エッジ・トリガ状況 (立ち上がりと立ち下がりの両エッジ) 

 プルアップとプルダウン抵抗およびデバウンスの設定可能 

 ビットごとにセット・リセットの個別設定可能 

 外部非同期入力トリガによるウェイクアップ・イベント 

LEDディスプレイ・ドライバ 
 最大 8 個のピンで最大 120 mAまでのシンク電流を駆動 

 PD0 ～ PD7 

ダイレクト・メモリ・アクセス 

コントローラ (DMA) 

 ペリフェラル用 2 チャンネルのダイレクト・メモリ・アクセス (DMA) 

 8 ビット/16 ビット/32 ビットのデータ転送単位 

 異なる20タイプのペリフェラルに対応 

- USART10, USART11, USART12 

- UART0, UART1 

- I2C0, I2C1, I2C2 

 SPI0, SPI1 
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表 3. A31S134の特徴 (続き)  

アイテム 説明 

汎用タイマ 

16ビット 

タイマ 

 汎用 16 ビット・アップカウント・タイマ 

 6 チャンネル 

- ６つのキャプチャ入力ピン (T1nCAP) 

- ６つの出力ピン (T1nOUT) 

 タイマ動作モード 

- インターバル・タイマ・モード 

- キャプチャ・モード 

- PPGワンショット・モード 

- PPGリピート (繰り返し)・ モード 

 割り込みイベント 

- タイマ/カウンタ・マッチ (一致) 割り込み 

- キャプチャ割り込み 

 選択可能なクロック・ソース: 

- 12 ビットのプリスケーラによるPCLKクロック分周 

- 外部クロックサポート 

32ビット 

タイマ 

 汎用の32 ビット・アップカウント・タイマ 

 2 チャンネル 

- 2つの入力キャプチャ (T2nCAP) チャンネル 

- 2つの出力 (T2nOUT) チャンネル 

 タイマ動作モード 

- インターバル・タイマ・モード 

- キャプチャ・モード 

- PPGワンショット・モード 

- PPGリピート (繰り返し)・ モード 

 割り込みイベント 

- タイマ / カウンタ・マッチ (一致) 割り込み 

- キャプチャ割り込み 

 選択可能なクロック・ソース: 

- 12 ビット・プリスケーラによるPCLK クロック分周 

- 外部クロック (T20、T21) 

- XSOSCクロック (T20) 

 T2nOUT出力ピンを通じたタイマ信号の出力 
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表 3. A31S134の特徴 (続き)  

アイテム 説明 

システム 

タイマ 

ウオッチドッグ 

タイマ 

 24 ビットのダウンカウント・タイマ 

 リセット・ジェネレーション(生成) 

 ウィンドウ・マッチ (一致) 割り込み 

 アンダフロー割り込み 

 WDTRCまたはPCLKを選択可能 

ウェイクアッ

プ・タイマ 

(WUT) 

 16 ビットのダウン・カウント・タイマ 

 HCLKの32分周入力クロック 

 アンダーフロー割り込み 

 DEEP SLEEPモードからの復帰時の安定化時間のカウント 

ウオッチ 

タイマ 

 12 ビット・アップカウント・タイマ 

 リアルタイム・クロック (RTC) 

通信 

インター 

フェース 

UART 

 2つの調歩同期式シリアル通信ポート 

 設定可能な標準非同期通信ビット (スタート、ストップ、パリティ) 

 プログラミングによる柔軟なコミュニケーション設定可能 

- 5 から 8 ビットのデータ転送ビット 

- 偶数/奇数/ノンパリティの生成とチェック 

- 1 ビット、1.5 ビット、または 2 ビットのストップ・ビットの生成とチェック 

 16 ビットのボーレート・ジェネレータと 8 ビットのフラクション・コントローラ 

USART 

 調歩同期または同期シリアル通信可能な３つのポート  

 プログラミングによる柔軟なコミュニケーション設定可能 

- 独立したシリアル受信と送信レジスタによる全二重動作 

- 5～9 ビット長さのデータ転送、1つまたは2つのストップビットの生成とチェックを行うシリアル

伝送フレームをサポート 

- 偶数/奇数/ノンパリティの生成とチェック 

- ボーレート・ジェネレータ 

- 受信キャラクタ検出と受信タイムアウト機能 

 UART、LINおよびSPIモードをサポート 

SPI 

 2つの同期シリアル・ペリフェラル・インタフェース・ポート 

 マスタ/スレーブ動作 

 ループバック機能 

 柔軟なコミュニケーション設定可能 

- SPIクロック速度設定 

 最下位 ビット (LSB) 優先と最上位ビット (MSB) 優先の両方のモードが利用可能 

I2C 

 3つのI2Cシリアル通信ポート 

 標準I2C通信プロトコル 

 マスタ/スレーブ・モード 

 スレーブ・モードでの 7 ビット・アドレスの指定可能 

 SCL信号の設定可能 (HIGH/LOW期間) 

 SDA信号のホールドタイム 
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表 3. A31S134の特徴 (続き)  

 

アイテム 説明 

12ビットA/Dコンバータ  

(ADC) 

 14 チャンネルのアナログ入力 

 ソフトウェアおよびタイマトリガをサポート 

 外部基準電圧の選択可能 

巡回冗長検査 (CRC) 

 16 ビットのCRCジェネレータ 

 CRC動作モード: 

- CRC-CCITT (0x1021) 

- CRC-16 (0x8005) 

 自動モードとユーザ・モードをサポート 

 CRCとチェックサム生成 

動作電圧  1.8 V ～ 5.5 V 

動作温度 
商用グレード  −40℃ ～ 85℃ 

産業用グレード  −40℃ ～ 105℃ 

パッケージ 

 5 種類のパッケージオプション 

- 64-LQFP-1010 (0.5 mm ピッチ) 

- 48-LQFP-0707 (0.5 mm ピッチ) 

- 44-LQFP-1010 (0.8 mm ピッチ) 

- 32-LQFP-0707 (0.8 mm ピッチ) 

 32-QFN-0505 (0.5 mm ピッチ) 



A31S134データシート 2. 説明 

 

15 

表 4. A31S134のペリフェラルの概要 

  

ペリフェラル A31S134RL A31S134CL A31S134SN 
A31S134KN 

A31S134KU 

コード・フラッシュメモリ 128 KB 128 KB 128 KB 128 KB 

データ・フラッシュメモリ 4 KB 4 KB 4 KB 4 KB 

SRAM 16 KB 16 KB 16 KB 16 KB 

タイマ 

汎用 8 8 8 8 

SysTick 1 1 1 1 

ウオッチドッグ 1 1 1 1 

ウオッチ 1 1 1 1 

通信 

インターフェース 

USART 3 3 3 3 

UART 2 2 2 1 

I2C 3 3 3 2 

SPI 2 2 2 2 

ダイレクト・メモリ・アクセス (DMA) 2 2 2 2 

GPIO 61 45 41 29 

ADC 

チャンネルの数 

50 ksps 50 ksps 50 ksps 50 ksps 

14 14 14 8 

最大動作周波数 32 MHz 32 MHz 32 MHz 32 MHz 

CRC 1 1 1 1 

動作電圧 1.8 V ～ 5.5 V 

動作温度 
商用 −40℃ ～ 85℃ 

産業用 −40℃ ～ 105℃ 

パケージ 64-LQFP-1010 48-LQFP-0707 44-LQFP-1010 
32-LQFP-0707 

32-QFN-0505 



2. 説明 A31S134データシート 

 

16 

2.3 ブロック図 

図 1にA31S134のブロック図を示します。  

図 1. A31S134のブロック図 
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2.4 機能の概要 

本セクションでは、A31S134マイクロコントローラ (MCU) の機能の概要を説明します。  

2.4.1 Cortex®-M0+ コア 

A31S134マイクロコントローラは、高効率のArm®社のCortex®-M0+をコアとして搭載し、低消費電力向けの最

適化はもちろん、高効率の 32 ビット・アーキテクチャを備えています。 Cortex®-M0+はARMv6-M Thumb®命

令セットに基づいてThumb®２命令セットテクノロジを使用する 16 ビット命令が含まれているため、性能と電力

効率の両方で優れた性能を発揮します。 A31S134にはリアルタイム ・オペレーティング・システムまたはカウ

ンタとして機能できるシンプルな24 ビットのシステムタイマ (SYSTICK) も備えています。 さらに、Cortex®-M0+

は確定的な割り込み処理のための統合されたネスト型ベクタ (Nested Vectored) 割り込みコントローラ (NVI

C) および効率的な計算のためのハードウェア・シングル・サイクル乗算器を備え、SWDデバッグ機能をサポ

ートします。 Cortex®-M0+についての詳しい情報は、テクニカル・リファレンス・マニュアル「ARM DDI 0484C」

を参照してください。  

2.4.2 内蔵 SRAM 

A31S134には 0 ウェイトの内蔵SRAMブロックがあります。 SRAMのサイズは 16 KBで、ベース・アドレスは 0x

2000_0000です。 SRAMのメモリ領域は通常データを保存するためのデータ・メモリとスタック・メモリとして使用

されます。 高速で動作する時に、またはフラッシュ・イレース/プログラミング動作のためにコードをSRAMメモ

リ上で実行させることができます。  

2.4.3 動作電圧 

このデバイスは、1.8 V～5.5 V (VDD) の電源電圧で動作します。  

電源オン・プロセスの間にリセットは重要な役割を果たし、そしてシステムの起動プロセス全体に影響を及ぼ

します。 A31S134には次の2つの電源関連のリセットがあります。  

▪ POR_RST (パワーオンリセット): 電源電圧が 1.2 V以下になった場合 

▪ LVR_RST (低電圧リセット): 電源電圧がLVR設定電圧(例、1.62 V)以下の場合  

電力レベルが PORレベルより高く、フラッシュ動作電圧 (最小 1.35 V) より低い場合、コードフェッチが誤作動

する恐れがあります。 これを防ぐため、LVR_RSTによって内部 nSYSRESET 信号が生成し、MCUはリセットモ

ードに入ってコードフェッチの誤作動を防止します。 安定した動作を確保するにはLVRで設定できる最小レベ

ルである 1.62 Vより高い電圧レベルを選択してください。  



2. 説明 A31S134データシート 

 

18 

2.4.4 動作モード 

2.4.4.1 動作モードの遷移 

INITモードはリセットが発生された時のチップの初期状態です。 RUNモードではデバイスは高速システム・ク

ロックで最大のパフォーマンスで動作させることができます。 SLEEPモードとDEEP SLEEPモードは低消費電

力モードとしての活用もできます。 これら両方のモードではプロセッサコアおよび未使用のペリフェラルは電

力消費の効率的な管理のために停止させることができます。  

2.4.4.2 RUNモード 

RUNモードではコアとペリフェラルは高速クロックで動作します。 リセット後、システムはINIT状態からすぐにRUN

モードに入ります。 

2.4.4.3 SLEEPモード 

MCUがSLEEPモードに入ると、CPUは停止しますが、ペリフェラルの機能は動作し続けることができます。 ユ

ーザは、SCU_PPCLKENレジスタ内の対応する機能イネーブル・ビットとクロック・イネーブル・ビットを設定す

ることにより、SLEEPモードでのペリフェラルを動作させるかさせないかを決定できます。  

2.4.4.4 DEEP SLEEPモード 

DEEP SLEEPモードでは消費電力を低減するためにコアとシステム・クロック (MCLK) の両方は停止されま

す。 ただし、サブ・クロックまたはWDTRCで動作するウォッチドッグ・タイマはこのモードでも動作できます。  

2.4.4.5 リセット・モード 

A31S134には2つのシステム・リセット・オプションがあります。 1つは電源オン・シーケンスで作動するコール

ド・リセットで、もう 1 つは様々なリセット・ソースによってトリガされるウォーム・リセットです。  

A31S134のリセット機能は以下の通りです。  

▪ nRESETピン 

▪ ウォッチドッグ・タイマ (WDT)・リセット 

▪ 低電圧リセット (LVR) 

▪ クロック・モニタ (MON)・リセット 

▪ ソフトウェア・リセット 

▪ コア・リクエスト (要請)・リセット  
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2.4.5 クロックとスタートアップ 

A31S134には2つのメイン動作クロックがあります。 1つはコアおよびAHBシステム用のクロック信号であるHC

LKで、もう１つはペリフェラルシステム用のクロック信号であるPCLKです。  

2.4.5.1 HCLKクロック 

Cortex®-M0+コアにはHCLKとFCLKの2つのクロックが必要です。 HCLKはコアとAHBの両方にクロックを供給

し、FCLKはシステムがDEEP SLEEPモードに入らない限り常に動作します。 逆に、SLEEPモードでFCLKが動

作している間もHCLKを停止できます。 バスとメモリはHCLKで動作します。 バスクロックの最大値が 32 MHz

に制限されるため、HCLKの周波数は 32 MHz以下になります。  

2.4.5.2 PCLKクロック 

PCLKは内蔵のペリフェラルのクロック・ソースとして使用されます。 SCU_PPCLKENレジスタは各ペリフェラル

に対してPCLKクロックを供給するかどうかを設定します。 特定のペリフェラルのPCLKクロックが無効になった

場合、該当のレジスタにアクセスできません。 さらに、DEEP SLEEPモードではPCLKクロックが停止するので

ご注意ください。  

2.4.5.3 クロック設定の手順 

電源が入った後、最初のシステム動作シーケンスにおいてのデフォルトでHIRC (2MHz) がシステム・クロック

に選択されます。 HIRCはユーザ・コードで他のクロックに変更するまでシステム・クロックとして動作します。  

XMOSCクロックとXSOSCクロックを有効にするためにはSCU_CLKSRCRレジスタのXMOSCENとXSOSCEN両

方のビットを設定します。 ただし、XMOSCブロックとXSOSCブロックを有効にする前に、ユーザはまずXIN/XO

UTおよびSXIN/SXOUT機能のピンMUX構成を設定する必要があります。 PF5/PF6ピンとPF3/PF4ピンはこ

れらのクロック機能と共有しているため、PF_MODレジスタとPF_AFSR1レジスタを正しく設定する必要がありま

す。  

XMOSCクロックとXSOSCクロックを有効にすると、クロック監視コントロール・レジスタであるSCU_CMONCRを

使って外部発振子の安定性を確認することができます。 ただし、システム・クロックを変更する前に外部発振

子が安定していることを確認するため、必ず 10 ms以上のクロック安定化待機時間の待機をします。  

  



2. 説明 A31S134データシート 

 

20 

2.4.6 ネスト型ベクタ割り込みコントローラ (NVIC) 

A31S134には4つの優先レベルを持ち、最大 32 個のマスク可能な割り込みチャンネルを管理できるネスト型

ベクタ割り込みコントローラ (NVIC) が内蔵されています。 Cortex®-M0+ コアのNVICは内部的に設定優先順

位によって割り込みを処理します。 ソフトウェアはそれぞれの割り込みの優先順位を設定できるし、NVICに繋

がれてある外部割り込み信号にも優先順位を設定できます。 NVICは多数の割り込みに対してより効率的な

低遅延の割り込み処理を実現しています。 すべてのNVICレジスタへのアクセスはワード単位の読み書きの

み可能です。  

NVICは以下のような利点を持っています。  

▪ 低遅延時間 (Low-Latency) の割り込み処理 

▪ 割り込みベクタテーブル (IVT) アドレスを直接設定可能 

▪ 高速の割り込み処理機能 

▪ 優先度によるネスト型割り込み処理： 優先度の高い割り込みは優先度の低い割り込みより後に発生

しても優先度の低い割り込みより優先される。  

▪ テールチェーニング方式の割り込み処理 

▪ 割り込み進入時、コアの状態を自動保存 

▪ 割り込み終了の際に命令オーバーヘッドなしで割り込みから復旧 

NVICのハードウェア・ブロックは最小限のレイテンシ (遅延時間) で柔軟かつ効率的な割り込み処理を提供し

ます。  

2.4.7 ポート・コントロール・ユニット (PCU) 

A31S134は外部入出力 (I/O) ポートを制御するポート・コントロール・ユニット (PCU) があります。 PCUレジス

タを設定することにより、ユーザはピンの用途、入出力方向、プルアップ/プルダウン抵抗の選択およびデバ

ウンスなどを必要に応じてアプリケーションに設定できます。  

2.4.8 汎用I/O (GPIO) 

VDD、GNDおよび特定の専用ピンを除いて、全てのピンは汎用入出力 (GPIO) ピンとして使用できます。  

GPIOブロックは一般的なI/Oポートを制御します。 GPIO制御レジスタに該当するビットを設定することにより、

出力ピンで高レベルまたは低レベルの信号を出力できます。 一方、ロジック入力ピンは制御レジスタで入力

状態を読み出すことができます。  
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2.4.9 内蔵フラッシュメモリ 

フラッシュメモリ・コントローラはコアと内蔵のフラッシュメモリの間を繋ぐインターフェースとして機能し、フラッ

シュメモリに保存されているデータの管理を担当します。  

A31S134のフラッシュメモリには以下のような特長があります。 : 

▪ 書き込み保護機能の 128 KBのコード・フラッシュメモリ 

▪ イレース単位： 

− ページ （256 バイト） 

− バルク (128 KB、フルチップ) 

▪ プログラム単位: 

− ワード （4 バイト） 

− ページ （256 バイト） 

▪ コード・フラッシュのリード・プロテクション機能 

2.4.10 内蔵データ・フラッシュメモリ 

データ・フラッシュメモリ・コントローラは内蔵のデータ・フラッシュメモリのインターフェース・コントローラで、メモ

リ内に保存されたデータを管理します。  

A31S134のデータ・フラッシュメモリには以下のような特徴があります。 : 

▪ 書き込み保護機能の 4 KBのデータ・フラッシュメモリ 

▪ イレース単位： 

− ページ （32 バイト） 

− バルク (4 KB) 

▪ プログラム単位: 

− ワード（4 バイト） 

− ページ （32 バイト） 
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2.4.11 ダイレクト・メモリ・アクセス (DMA) ・ コントローラ 

ダイレクト・メモリ・アクセス (DMA)・コントローラはペリフェラルとメモリ間の高速データ転送に使われます。 D

MAを使用する場合、コアを通じなくてもメモリとペリフェラルの間で直接データのコピーや移動などの動作が

できるようになって、より迅速なデータ転送が可能になります。  

▪ 2 チャンネルのダイレクト・メモリ・アクセス 

▪ 8 ビット/16 ビット/ 32 ビットのデータ転送能力 

▪ メモリからペリフェラルへの転送 

▪ ペリフェラルからメモリへの転送 

▪ ペリフェラル割り込みよりトリガされるDMA転送 

2.4.12 16 ビット / 32 ビット・タイマ 

A31S134には6つの 16 ビット・タイマと2つの 32 ビット・タイマが備えています。 それぞれのタイマは周期モー

ド、PWMモード、ワンショット・モードおよびキャプチャ・モードを含めた4つの動作モードを提供します。 ユーザ

は 16 ビットおよび 32 ビット・タイマの入力クロック・ソースとして分周したPCLKまたは外部クロックを選択でき

ます。 特に 32 ビット・タイマ20では入力クロック・ソースとしてXSOSCを選択できます。 内蔵された 12 ビット

のプリスケーラを通じてタイマ用の様々なベース・クロックを生成することもできます。  

タイマが周期モードで動作している場合、一定のインターバルで割り込みをトリガできます。 PWMモードでは、

PWM信号を生成する周期とデューティを設定できます。 ワンショット・モードでは、タイマは1つのPWM波形を

生成できます。 キャプチャ・モードでは、タイマは既に定義された条件に従って外部入力信号のパルスインタ

バル（間隔） を測定できます。 また、タイマは他のデバイスをコントロールする信号を送信できるし、主には周

期的なティックタイマ、またはウェイクアップ・ソースとして使用できます。  

2.4.13 ウォッチドッグ・タイマ (WDT) 

ウォッチドッグ・タイマ (WDT) は、外部ノイズや予測不能の論理状態によって引き起こされるマイコンのエラー

を検出するために使用されます。 一般的にエラーはアプリケーション・プログラムが通常のシーケンスから逸

脱される原因となります。 マイコンが制御を失った場合、WDTによってマイコンはリセットされ、通常の動作に

戻るように制御します。  

A31S134のWDTは 24 ビットのダウン・カウンタです。 WDTをリセット・ソースとして設定する場合、カウント値が

“0”に到達するとマイコンが再起動されます。  

WDTをマイコンの監視機能で使用しない場合、周期タイマの割り込みソースとして使用できます。  
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2.4.14 ウォッチ・タイマ (WT) 

ウォッチ・タイマ (WT) はリアルタイム・クロック (RTC) としての使用ができるため、一般的にRTCの目的に使い

ます。 このタイマの内部はクロック・ソース選択回路、タイマ・カウンタ回路、出力選択回路およびウォッチ・タ

イマ・コントロール・レジスタで構成されています。 WTを動作させるには、入力クロック・ソースと出力インタバ

ル （間隔） を選択し、WTコントロール・レジスタ (WT_CR) のWTENビットを“1”に設定します。 WTは個別に操

作することも、他の機能と同時に操作することもできます。 WTを停止させるにはWT_CRレジスタのWTENビッ

トをクリアします。 コアがDEEP SLEEPモードに入っても、サブ・クロックは活性化されたままに残り、WTは動

作を継続します。 WT_CRは書き込み時のWTインターバル値のクリアと設定に、そして 12 ビットWTのカウンタ

値の読み出しに使用できます。  

WTモジュールの主な機能は次に示します。 : 

▪ 14 ビットの分周回路 

▪ 12 ビットのアップ・カウンタ 

▪ RTC機能 

2.4.15 汎用同期式/調歩同期歩式シリアル送受信器 (USART) 

A31S134には3チャンネルのUSARTがあります。 USARTはUARTモードとSPIモードをサポートします。  

A31S134のUSARTには以下のような特徴があります。 : 

▪ 独立シリアル送受信レジスタによる全二重動作 

▪ 調歩同期式または同期式シリアル通信 

▪ ボーレート・ジェネレータ内蔵 

▪ 5から9ビット長さのデータ転送と1または2ストップ・ビットのシリアル・フレームをサポート 

▪ 偶数/奇数/ノンパリティの生成とチェック 

▪ 受信データ検出と受信タイムアウト機能 

▪ ローカル相互接続ネットワーク (LIN) 

▪ データ・オーバーラン検出 

▪ フレーミング・エラー検出 

▪ 3種類の割り込みをサポート: 送信完了、送信データ・レジスタ空き、受信完了 

▪ 倍速調歩非同期通信モード 

▪ SPIモードで最大8MHzの高速データ転送  
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2.4.16 汎用調歩同期式送受信器 (UART) 

A31S134には2チャンネルのUARTが搭載されています。 内蔵のUARTを使って、ユーザはデータの送受信の

設定を指定できるし、UARTの現在の状態を読み出すこともできます。 このUARTは、送信およユーザ・プロセ

スの種類や条件などの現在の状態に関する情報を提供することでユーザがデータ受信の間にパリティ、オー

バーラン、フレーミングまたはブレーク割り込みなどの潜在的なエラーを監視できます。  

UARTには各チャンネルにプログラム可能なボーレート・ジェネレータが備えています。  ボーレート・ジェネレ

ータはボーレート値 (０～65,535の範囲) でクロックを分周し、そのクロックから16倍のビット・クロックを生成し

て該当するUARTユニットに供給します。  

使用者はUART通信を制御する割り込み機能を設定できます。  

さらに、内蔵のDMAによりUARTブロックはコアを通じなくてもメモリとの間で直接データの転送ができますの

で、コア使用率が低くなり、データ転送速度も速くなります。  

2.4.17 シリアル・ペリフェラル・インターフェース (SPI) 

A31S134には、クロック速度設定可能な同期式のシリアル・ペリフェラル・インターフェース (SPI) が2つ内蔵さ

れています。  

SPIモジュールは1つのマスタと複数のスレーブの間で通信が行われる場合、スレーブ・セレクト (SS)信号を使

っての通信するスレーブを選択できます。 SPIは4つの信号端子 (SS、SCK、MOSIおよびMISO) を使用して3

線、または4線式の同期転送が可能です。 送信バッファと受信バッファが分離されているため、全二重通信と

データの同時読み出しと書き込みが可能です。  

2.4.18 I2Cインターフェース 

A31S134に搭載されたI2Cインターフェースは標準I2C通信プロトコルを満足しており、I2Cプロトコルで内部お

よび外部デバイスとのシリアル通信に使用できます。  

組み込まれた３つのI2Cにはマスタ・モードとスレーブ・モードの両方をサポートし、割り込みまたはポーリン

グ・モードでバイト単位のデータを送受信することが可能です。  

A31S134のI2Cは標準モード (100kHz)、高速モード (400kHz) または高速プラス・モード (1MHz) の速度で通信

を行うし、ゼネラル・コール機能をサポートします。  

これは同じバスタイプを持つ様々なペリフェラルとの通信に役立ちます。 I2Cを使用するにはSCLピンとSDAピ

ンをオープンドレインに設定し、外部プルアップ抵抗を連結して通常の出力信号を“HIGH”にします。  
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表 5. I2Cnの機能 （n=0～2） 

 

2.4.19 A/Dコンバータ (ADC) 

A31S134には最大 14 個のアナログ入力をサポートする 12 ビットのアナログ/デジタル・コンバータ (ADC) を

内蔵しています。 内蔵のADCは制御レジスタ (ADC_CR)、データレジスタ(ADC_DR) およびプリスケーラ・デー

タ・レジスタ (ADC_PREDR) などの3つのレジスタが含まれています。 変換するチャンネルを選択するにはAD

C_CRレジスタのADSEL[3:0]ビットをセットします。 変換が完了すると結果がADC_DRレジスタにロードされ、A/

D変換状態ビット (ADCIFLAG) が“1”にセットされることでA/D割り込みがトリガされます。 A/D変換の間、AD

CIFLAGビットは“0”で読み出されます。  

ADCの主な機能は以下に示します。 : 

▪ 14 チャンネルのアナログ入力 

▪ ソフトウェア・スタート (ADST) とタイマ・トリガ (T10/11/12 A マッチ (一致)) 機能 

▪ 変換時間: 58 クロック 

▪ 5 ビットのプリスケーラ 

2.4.20 巡回冗長検査 (CRC) 演算器 

A31S134にはデータ・ストリームとフラッシュメモリからの 16 ビットのCRCコードを計算できる巡回冗長検査 (C

RC) 演算器が搭載されています。 CRCベースの技術は一般的にデータの送信または保存の整合性を確保

するのため使用されるし、機能安全規格に準拠したフラッシュメモリのエラーを検出するためにも使用できま

す。 CRC演算器は実行時に参照シグネチャとソフトウェア領域のCRC演算の結果を比較することでソフトウェ

アの変更を検出するのに役立ちます。  

A31S134のCRC演算器は以下のような機能を提供します。 

▪ 自動CRCとユーザCRCモード 

▪ CRC-CCITT (G1(x) = x16 + x15 + x2 + 1) のサポート 

▪ CRC-16 (G2(x) = x16 + x15 + x2 + 1) のサポート 

▪ CRCモードとチェックサムモード 

▪ CRC / チェックサム スタートアドレス自動増加 （ユーザモードのみ） 

  

I2Cの機能 I2C0 I2C1 I2C2 

7 ビット・アドレッシング・モード O O O 

標準モード (最大 100 kbit/s) O O O 

高速モード (最大 400 kbit/s) O O O 

高速プラス・モード (最大 1,000 kbit/s) O O O 

ゼネラル・コール O O O 
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2.5 開発ツール 

本セクションではA31S134用の開発ツールを紹介します。 ABOVはターゲット・アプリケーションの開発のため

のソフトウェア・ツール、デバッガおよびプログラマ・ツールなどのすべてのエコシステムを提供してします 

2.5.1 コンパイラ 

A31S134はArm社の高効率 32 ビット Cortex®-M0+ コアを搭載しているため、Cortex®-M0+ をサポートする A

rm® Keil、IAR、GCCクロスーCなどのあらゆる種類のサードパーティ標準コンパイラを使用できます。  

2.5.2 SWD デバッグ・インターフェース 

A-LinkおよびA-LinkProは、SWDデバッグ・インターフェースでA31S134マイコンのエミュレーションをサポート

するABOV半導体の専用のSWDデバッグ・インターフェースです。 SWDデバッグ・インターフェースはSWDの2

本のワイヤでユーザのシステムと連結してマイコンのデバッグやダウンロードの機能を行います。 SWDデバ

ッグ・インターフェースはマイコンの内部メモリとペリフェラルのレジスタ値を読み書き、内部デバッグロジック

の制御など、マイコンに幅広いデバッグ機能を提供します。 A-LinkおよびA-LinkProはサード・パーティ・コン

パイラと、ユーザにより優れた組み合わせのデバッグ環境を提供します。  

図 2はA-LinkおよびA-LinkProを用いてプログラミングするのための１０ピン・コネクタのピン配置を示していま

す。 A-Link および A-LinkPro の詳細については当社Webサイト www.abovsemi.com にアクセスして、関連資

料をダウンロードしてください。  

図 2. A-Link 本体とコネクタ・ピン配置 

 

 
 

  

https://www.abovsemi.com/
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2.5.3 専用プログラマ 

2.5.3.1 E-PGM+とE-PGMシリアル 

E-PGM+とE-PGMシリアルはスタンドアロン・プログラマであり、ユーザがデバイスを直接プログラミングできる

ようにします。  

▪ 全てのABOVのMCUデバイスをサポート 

▪ 量産専用のプログラマ・ツール 

▪ シングルチップ・プログラミング用の40ピンTEXTTOOL DIP ソケット (E-PGM+のみ) 

▪ ISPモード用の 10 ピン・コネクタ 

▪ USBホスト・インターフェース 

▪ HEXのダウンロードとコントロール 

2.5.3.2 ギャング・プログラマ 

E-Gang4およびE-Gang6 は複数のデバイスを同時にプログラムする機器で、ホスト・コンピュータへの接続す

るホスト制御モードと独立的に動作するスタンドアロン・モードで動作できます。 このプログラマは量産ハンド

ラと簡単に連動できるようにUSBインターフェースとハンドラ専用のコネクタを備えています。  

注 : 当社の Web サイト https://www.abovsemi.com/jpn/main.php の“開発ツール＆サポート > プログラマ”を参照してください。 
  

https://www.abovsemi.com/jpn/main.php
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2.5.3.3 SWDモードとE-PGM+の接続 

SWDインターフェースを用いたA31S134とE-PGM+間の接続を図 3に示します。  

図 3. SWD方式のA31S134とE-PGM+間の接続 
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nRESET
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3. ピン配置とピンの説明 

本セクションではA31S134のピン配置およびピンについて説明します。  

3.1 ピン配置 

図 4、図 5、図 6、図 7および図 8はパッケージの上面図を示します。  
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3.1.1 A31S134RL (64-LQFP) 

図 4. 64-LQFP ピン配置 
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3.1.2 A31S134CL (48-LQFP) 

図 5. 48-LQFP ピン配置 
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注 : 48-LQFPパッケージを使用する場合、PB[11:8]、PC[10、6:4、0]、PD[8:7]、PE[5:4]、PF[9:7]の各ピンは、ソフトウェア制御によっ

てプッシュプル出力に、またはプルアップ/プルダウン入力レジスタのどちらかに選択する必要があります。  
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3.1.3 A31S134SN (44-LQFP) 

図 6. 44-LQFP ピン配置 

 

A31S134SN

(44-LQFP-1010)

1 2

12

13

8 9 1
0

1
13 4 5 6 7

14

15

16

17

18

19

20

21

22

3
3

3
2

2
6

2
5

2
4

2
3

3
1

3
0

2
9

2
8

2
7

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

P
C

2
/A

N
1
0
/C

L
K

O
/T

1
0
O

U
T

/T
1
0
C

A
P

P
F

2

P
F

3
/S

X
IN

P
F

4
/S

X
O

U
T

P
F

0
/S

W
D

IO

P
F

1
/S

W
C

L
K

P
F

5
/X

IN

P
F

6
/X

O
U

T

n
R

E
S

E
T

V
S

S

V
D

D

PA2/AN2

PA1/AN1

PA0/AN0/AVREF

PA5/AN5

PA3/AN3

PA4/AN4

PA6/AN6/TXD11/MOSI11

PA7/AN7/RXD11/MISO11

P
B

1
/S

D
A

1
/R

X
D

1
0
/M

IS
O

1
0
/T

2
0

O
U

T
/T

2
0
C

A
P

/E
C

2
0

PE7/MISO1

P
B

7
/T

X
D

0
/M

O
S

I0
/T

1
2
O

U
T

/T
1
2

C
A

P
/E

C
1
2

P
E

8
/M

O
S

I1

P
B

6
/R

X
D

0
/M

IS
O

0
/S

S
1

2
/T

1
1

O
U

T
/T

1
1
C

A
P

/E
C

1
1

P
A

9
/A

N
9

/T
X

D
1
/S

S
1

0

P
B

0
/S

C
L

1
/S

C
K

1
0
/T

2
1
O

U
T

/T
2
1

C
A

P
/E

C
2
1

P
B

4
/S

C
L

0
/R

X
D

1
2
/M

IS
O

1
2
/T

1
3

O
U

T
/T

1
3
C

A
P

/E
C

1
3

P
B

3
/S

D
A

0
/T

X
D

1
2
/M

O
S

I1
2
/T

1
4

O
U

T
/T

1
4
C

A
P

/E
C

1
4

P
B

5
/S

C
K

1
2
/T

1
2
O

U
T

/T
1
2

C
A

P
/E

C
1
2

P
B

2
/T

X
D

1
0

/M
O

S
I1

0
/T

1
5
O

U
T
/T

1
5
C

A
P

/E
C

1
5

PE0/MOSI1

PE1/MOSI0/SS1

PE2/SDA1/MISO0

PE3/SCL1/SCK0

PD1/SDA0

PD0/SCL0

PE6/SCK1

PD4/SCK12/T13OUT/T13CAP/EC13

PD5/TXD12/MOSI12/SCL2

PD6/RXD12/MISO12/SDA2/T13OUT/T13CAP/EC13

P
A

8
/A

N
8

/R
X

D
1
/S

C
K

1
1

PC8/AN13/SDA0/RXD11/MISO11

PC3/AN11//T10OUT/T10CAP

PC7/AN12/TXD11/MOSI11

 

 

注: 44-LQFPパッケージを使用する場合、PB[11:8]、PC[10:9、 6:4、 1:0]、 PD[8:7、 3:2]、 PE[5:4]、PF[9:7]の各ピンは、ソフトウェア

制御によってプッシュプル出力に、またはプルアップ/プルダウン入力レジスタのどちらかに選択する必要があります。  
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3.1.4 A31S134KN (32-LQFP) 

図 7. 32-LQFP ピン配置 
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注: 32-LQFPパッケージを使用する場合、PA[9、 7:4]、 PB[11:8]、 PC[10:9、 6:4, 2:0]、 PD[8:7、 5、 3:2]、 PE[5:4、 2:0]、 PF[9:7、 3:

2]の各ピンは、ソフトウェア制御によってプッシュプル出力に、またはプルアップ/プルダウン入力レジスタのどちらかに選択する

必要があります。  
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3.1.5 A31S134KU (32-QFN) 

図 8. 32-QFN ピン配置 
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注: 32-QFNパッケージを使用する場合、PA[9、7:4]、 PB[11:8]、 PC[10:9、 6:4、 2:0]、 PD[8:7、 5、 3:2]、 PE[5:4、 2:0]、 PF[9:7、 3:

2]の各ピンは、ソフトウェア制御によってプッシュプル出力に、またはプルアップ/プルダウン入力レジスタのどちらかに選択する

必要があります。  
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3.2 ピンの説明 

表 6. ピン関連の凡例と略語 

 

表 7のピン構成情報には1組の電源（VDDとVSS）およびその他の専用ピンに関する様々な情報が示されてい

ます。 これらの多機能ピンにはGPIOを含む最大 6つの機能を選択できます。  

  

項目 略語 定義 

ピン名 ピン名は各ピンの機能を示します。  

ピン・タイプ 

（形式） 

I 入力 

O 出力 

I/O 入出力 

U プルアップ 

D プルダウン 

S シュミットトリガ入力 

C CMOS入力 

A アナログ 

P 電源 

注 

1. リセット後、すべてのピン機能は初期値で示された通りに戻ります。 ピンの初期値はリセット値によって定

義されます。 この構成は 64 ピン規格に準拠しています。  

2. 使用されてないピンを入力フローティングとして設定すべきではありません。  

3. リセット後、PF0とPF1ピンはSWDIOとSWCLKのｃ機能に設定され、シリアルワイヤクロック (SWCLK) の内

部プルダウンとシリアルワイヤデータ入出力 (SWDIO) の内部プルアップが有効化される。 

4. SWCLKとSWDIOピンは使用中に他の機能に切り替えるべきではありません。  
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表 7. ピンの説明 

64 ピン 48 ピン 44 ピン 32 ピン     

1 37 1 − 

PC2(1) IOUDS ポートＣビット２入力/出力  

AN10 IA  A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

CLKO O システムクロック出力  

T10OUT O タイマ 10 パルス出力  

T10CAP I タイマ 10 キャプチャ入力  

2 38 − − 

PC1(1) IOUDS ポートＣビット 1 入力/出力  

T14OUT O タイマ 14 パルス出力  

T14CAP I タイマ 1４キャプチャ入力  

EC14 I タイマ 14 イベントカウント入力  

3 − − − 

PC0(1) IOUDS ポートＣビット 0 入力/出力  

T21OUT O タイマ 21 パルス出力  

T21CAP I タイマ 21 キャプチャ入力  

EC21 I タイマ 21 イベントカウント入力  

4 − − − PF9(1) IOUDS ポート F ビット 9 入力/出力  

5 39 2 1 

PF0(1) IOUDS ポート F ビット 0 入力/出力  

SWDIO(1)(3)(4) I/O 
SWD データ入力/出力 リセット時プルア

ップ 

6 40 3 2 

PF1(1) IOUDS ポート F ビット１入力/出力  

SWCLK(1)(3)(4) I 
SWD クロック入力 リセット時プルダ

ウン 

7 41 4 − PF2(1) IOUDS ポート F ビット２入力/出力  

8 42 5 − 
PF3(1) IOUDS ポート F ビット３入力/出力  

SXIN IA サブ発振器 (オシレータ) 入力  

9 43 6 3 
PF4(1) IOUDS ポート F ビット４入力/出力  

SXOUT OA サブ発振器 (オシレータ) 出力  

10 44 7 4 
PF5(1) IOUDS ポート F ビット５入力/出力  

XIN IA メイン発振器 (オシレータ) 入力  

11 45 8 5 
PF6(1) IOUDS ポート F ビット６入力/出力  

XOUT OA メイン発振器 (オシレータ) 出力  

12 46 9 6 nRESET IU 外部リセット入力 常にプルアップ 

13 − − − PF7(1) IOUDS ポート F ビット７入力/出力  

14 − − − PF8(1) IOUDS ポート F ビット８入力/出力  

15 47 10 7 VSS P 接地  

16 48 11 8 VDD P VDD  

17 1 12 9 
PD0(1) IOUDS ポートＤビット 0 入力/出力  

SCL0 IO I2C クロック入力/出力  

18 2 13 10 
PD1(1) IOUDS ポートＤビット１入力/出力  

SDA0 IO I2C データ入力/出力  

19 3 − − 

PD2(1) IOUDS ポートＤビット２入力/出力  

T21OUT O タイマ 21 パルス出力  

T21CAP I タイマ 21 キャプチャ入力  

EC21 I タイマ 21 イベントカウント入力  

20 4 − − 

PD3(1) IOUDS ポートＤビット３入力/出力  

T20OUT O タイマ 20 パルス出力  

T20CAP I タイマ 20 キャプチャ入力  

EC20 I タイマ 20 イベントカウント入力  

ピン番号 ピン名 形式 説明 備考 
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表 7. ピンの説明 (続き)  

64 ピン 48 ピン 44 ピン 32 ピン     

21 5 14 11 

PD4(1) IOUDS ポートＤビット 4 入力/出力  

SCK12 IO SPI クロック入力/出力  

T13OUT O タイマ 13 パルス出力  

T13CAP I タイマ 13 キャプチャ入力  

EC13 I タイマ 13 イベントカウント入力  

22 6 15 − 

PD5(1) IOUDS ポートＤビット 5 入力/出力  

SCL2 IO I2C クロック入力/出力  

TXD12 O UART データ出力  

MOSI12 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

23 7 16 12 

PD6(1) IOUDS ポートＤビット 6 入力/出力  

SDA2 IO I2C クロック入力/出力  

RXD12 I UART データ入力  

MISO12 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

T13OUT O タイマ 13 パルス出力  

T13CAP I タイマ 13 キャプチャ入力  

EC13 I タイマ 13 イベントカウント入力  

24 − − − 

PD7(1) IOUDS ポートＤビット 7 入力/出力  

SCL2 IO I2C クロック入力/出力  

SCK1 IO SPI クロック入力/出力  

25 − − − 

PD8(1) IOUDS ポートＤビット 8 入力/出力  

SDA2 IO I2C クロック入力/出力  

MISO1 IO SPI マスター出力、 スレーブ入力  

26 8 17 − 
PE0(1) IOUDS ポート E ビット 0 入力/出力  

MOSI1 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

27 9 18 − 

PE1(1) IOUDS ポート E ビット 1 入力/出力  

MOSI0 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

SS1 I SPI スレーブセレクト入力  

28 10 19 − 

PE2(1) IOUDS ポート E ビット 2 入力/出力  

SDA1 IO I2C クロック入力/出力  

MISO0 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

29 11 20 13 

PE3(1) IOUDS ポート E ビット 3 入力/出力  

SCL1 IO I2C クロック入力/出力  

SCK0 IO SPI クロック入力/出力  

30 − − − 

PE4(1) IOUDS ポート E ビット 4 入力/出力  

SS0 I SPI スレーブセレクト入力  

T20OUT O タイマ 20 パルス出力  

T20CAP I タイマ 20 キャプチャ入力  

EC20 I タイマ 20 イベントカウント入力  

31 − − − 

PE5(1) IOUDS ポート E ビット 5 入力/出力  

T15OUT O タイマ 15 パルス出力  

T15CAP I タイマ 15 キャプチャ入力  

EC15 I タイマ 15 イベントカウント入力  

32 12 21 14 
PE6(1) IOUDS ポート E ビット 6 入力/出力  

SCK1 IO SPI クロック入力/出力  

33 13 22 15 
PE7(1) IOUDS ポート E ビット 7 入力/出力  

MISO1 IO SPI マスタ出力、スレーブ入力  

ピン番号 ピン名 形式 説明 備考 
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表 7. ピンの説明 (続き)  

64 ピン 48 ピン 44 ピン 32 ピン     

34 14 23 16 
PE8(1) IOUDS ポート E ビット 8 入力/出力  

MOSI1 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

35 − − − 
PB11(1) IOUDS ポート B ビット 11 入力/出力  

TXD1 O UART データ出力  

36 − − − 
PB10(1) IOUDS ポート B ビット 10 入力/出力  

RXD1 I UART データ入力  

37 − − − PB9(1) IOUDS ポート B ビット 9 入力/出力  

38 − − − 

PB8(1) IOUDS ポート B ビット 8 入力/出力  

SCK0 IO SPI クロック入力/出力  

T11OUT O タイマ 11 パルス出力  

T11CAP I タイマ 11 キャプチャ入力  

EC11 I タイマ 11 イベントカウント入力  

39 15 24 17 

PB7(1) IOUDS ポート B ビット 7 入力/出力  

TXD0 O UART データ入力  

MOSI0 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

T12OUT O タイマ 12 パルス出力  

T12CAP I タイマ 12 キャプチャ入力  

EC12 I タイマ 12 イベントカウント入力  

40 16 25 18 

PB6(1) IOUDS ポート B ビット 6 入力/出力  

RXD0 I UART データ入力  

MISO0 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

SS12 I SPI スレーブセレクト入力  

T11OUT O タイマ 11 パルス出力  

T11CAP I タイマ 11 キャプチャ入力  

EC11 I タイマ 11 イベントカウント入力  

41 17 26 19 

PB5(1) IOUDS ポート B ビット 5 入力/出力  

SCK12 IO SPI クロック入力/出力  

T12OUT O タイマ 12 パルス出力  

T12CAP I タイマ 12 キャプチャ入力  

EC12 I タイマ 12 イベントカウント入力  

41 17 26 19 

PB5(1) IOUDS ポート B ビット 5 入力/出力  

SCK12 IO SPI クロック入力/出力  

T12OUT O タイマ 12 パルス出力  

T12CAP I タイマ 12 キャプチャ入力  

EC12 I タイマ 12 イベントカウント入力  

42 18 27 20 

PB4(1) IOUDS ポート B ビット 4 入力/出力  

SCL0 IO I2C クロック入力/出力  

RXD12 I UART データ出力  

MISO12 IO SPI マスタ出力、スレーブ入力  

T13OUT O タイマ 13 パルス出力  

T13CAP I タイマ 13 キャプチャ入力  

EC13 I タイマ 13 イベントカウント入力  

  

ピン番号 ピン名 形式 説明 備考 
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表 7. ピンの説明 (続き)  

64 ピン 48 ピン 44 ピン 32 ピン     

43 19 28 21 

PB3(1) IOUDS ポート B ビット 3 入力/出力  

SDA0 IO I2C クロック入力/出力  

TXD12 O UART データ出力  

MOSI12 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

T14OUT O タイマ 14 パルス出力  

T14CAP I タイマ 14 キャプチャ入力  

EC14 I タイマ 14 イベントカウント入力  

44 20 29 22 

PB2(1) IOUDS ポート B ビット 2 入力/出力  

TXD10 O UART データ出力  

MOSI10 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

T15OUT O タイマ 15 パルス出力  

T15CAP I タイマ 15 キャプチャ入力  

EC15 I タイマ 15 イベントカウント入力  

45 21 30 23 

PB1(1) IOUDS ポート B ビット 1 入力/出力  

SDA1 IO I2C クロック入力/出力  

RXD10 I UART データ出力  

MISO10 IO SPI マスター出力、スレーブ入力  

T20OUT O タイマ 20 パルス出力  

T20CAP I タイマ 20 キャプチャ入力  

EC20 I タイマ 20 イベントカウント入力  

46 22 31 24 

PB0(1) IOUDS ポート B ビット 0 入力/出力  

SCL1 IO I2C クロック入力/出力  

SCK10 IO SPI クロック入力/出力  

T21OUT O タイマ 21 パルス出力  

T21CAP I タイマ 21 キャプチャ入力  

EC21 I タイマ 21 イベントカウント入力  

47 23 32 − 

PA9(1) IOUDS ポート A ビット 9 入力/出力  

AN9 IA  A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

SS10 I SPI スレーブセレクト入力  

TXD1 O UART データ出力  

48 24 33 25 

PA8(1) IOUDS ポート A ビット 8 入力/出力  

AN8 IA  A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

SCK11 IO SPI クロック入力/出力  

RXD1 I UART データ入力  

49 25 34 − 

PA7(1) IOUDS ポート A ビット 7 入力/出力  

AN7 IA  A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

RXD11 I UART データ入力  

MISO11 IO SPI マスタ出力、スレーブ入力  

50 26 35 − 

PA6(1) IOUDS ポート A ビット 6 入力/出力  

AN6 IA  A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

TXD11 O UART データ出力  

MOSI11 IO SPI マスタ出力、スレーブ入力  

51 27 36 − 
PA5(1) IOUDS ポート A ビット 5 入力/出力  

AN5 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

52 28 37 − 
PA4(1) IOUDS ポート A ビット 4 入力/出力  

AN4 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

ピン番号 ピン名 形式 説明 備考 
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表 7. ピンの説明 (続き)  

64 ピン 48 ピン 44 ピン 32 ピン     

53 29 38 26 
PA3(1) IOUDS ポート A ビット 3 入力/出力  

AN3 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

54 30 39 27 
PA2(1) IOUDS ポート A ビット 2 入力/出力  

AN2 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

55 31 40 28 
PA1(1) IOUDS ポート A ビット 1 入力/出力  

AN1 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

56 32 41 29 

PA0(1) IOUDS ポート A ビット 0 入力/出力  

AN0 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

AVREF IA A/D コンバータ基準入力  

57 − − − 
PC10(1) IOUDS ポート C ビット 10 入力/出力  

SS11 I SPI スレーブセレクト入力  

58 33 − − 

PC9(1) IOUDS ポート C ビット 9 入力/出力  

SCL0 IO I2C クロック入力/出力  

SCK11 IO SPI クロック入力/出力  

59 34 42 30 

PC8(1) IOUDS ポート C ビット 8 入力/出力  

AN13 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

SDA0 IO I2C データ入力/出力  

RXD11 I UART データ入力  

MISO11 IO SPI マスタ出力、スレーブ入力  

60 35 43 31 

PC7(1) IOUDS ポート C ビット 7 入力/出力  

AN12 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

TXD11 O UART データ出力  

MOSI11 IO SPI マスタ出力、スレーブ入力  

61 − − − 

PC6(1) IOUDS ポート C ビット 6 入力/出力  

T10OUT O タイマ 10 パルス出力  

T10CAP I タイマ 10 キャプチャ入力  

62 − − − 
PC5(1) IOUDS ポート C ビット 5 入力/出力  

EC10 I タイマ 10 イベントカウント入力  

63 − − − PC4(1) IOUDS ポート C ビット 4 入力/出力  

64 36 44 32 

PC3(1) IOUDS ポート C ビット 3 入力/出力  

AN11 IA A/D コンバータアナログ入力チャンネル  

T10OUT O タイマ 10 パルス出力  

T10CAP I タイマ 10 キャプチャ入力  

 

  

ピン番号 ピン名 形式 説明 備考 
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3.3 兼用機能ピン 

GPIO ピンには表 8に示す兼用機能があります。  

表 8. GPIOの兼用機能 

  

ピン名 
兼用機能 

AF0 AF1 AF2 AF3 AF4 AF5 

PA0 AN0 AVREF – – – – 

PA1 AN1 – – – – – 

PA2 AN2 – – – – – 

PA3 AN3 – – – – – 

PA4 AN4 – – – – – 

PA5 AN5 – – – – – 

PA6 AN6 – – MOSI11 TXD11 – 

PA7 AN7 – – MISO11 RXD11 – 

PA8 AN8 – – SCK11 RXD1 – 

PA9 AN9 – – – TXD1 SS10 

PB0 T21OUT T21CAP EC21 SCK10 – SCL1 

PB1 T20OUT T20CAP EC20 MISO10 RXD10 SDA1 

PB2 T15OUT T15CAP EC15 MOSI10 TXD10 – 

PB3 T14OUT T14CAP EC14 MOSI12 TXD12 SDA0 

PB4 T13OUT T13CAP EC13 MISO12 RXD12 SCL0 

PB5 T12OUT T12CAP EC12 SCK12 – – 

PB6 T11OUT T11CAP EC11 MISO0 RXD0 SS12 

PB7 T12OUT T12CAP EC12 MOSI0 TXD0 – 

PB8 T11OUT T11CAP EC11 SCK0 – – 

PB9 – – – – – – 

PB10 – – – – RXD1 – 

PB11 – – – – TXD1 – 

PC0 T21OUT T21CAP EC21 – – – 

PC1 T14OUT T14CAP EC14 – – – 

PC2 AN10 CLKO – T10OUT T10CAP – 

PC3 AN11 – – T10OUT T10CAP – 

PC4 – – – – – – 

PC5 – – EC10 – – – 

PC6 T10OUT T10CAP – – – – 

PC7 AN12 – – MOSI11 TXD11 – 

PC8 AN13 – – MISO11 RXD11 SDA0 
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表 8. GPIOの兼用機能 (続き) 

注 

1. 使用されてないピンは入力フローティングとして設定すべきでありません。  

2.  リセット後、PF0とPF1ピンはSWDIOとSWCLKの兼用機能として設定され、SWCLKの内部プルダウンとSWDIO

の内部プルアップが有効になります。  

3. SWCLKとSWDIOピンがデバッガホストに接続されている間にはソフトウェアによって他の兼用機能に変更すべ

きでありません。  

ピン名 
兼用機能 

AF0 AF1 AF2 AF3 AF4 AF5 

PC9 – – – SCK11 – SCL0 

PC10 – – – SS11 – – 

PD0 – – – – – SCL0 

PD1 – – – – – SDA0 

PD2 T21OUT T21CAP EC21 – – – 

PD3 T20OUT T20CAP EC20 – – – 

PD4 T13OUT T13CAP EC13 SCK12 – – 

PD5 – – – MOSI12 TXD12 SCL2 

PD6 T13OUT T13CAP EC13 MISO12 RXD12 SDA2 

PD7 – – – SCK1 – SCL2 

PD8 – – – MISO1 – SDA2 

PE0 – – – MOSI1 – – 

PE1 – – – MOSI0 – SS1 

PE2 – – – MISO0 SDA1 – 

PE3 – – – SCK0 SCL1 – 

PE4 T20OUT T20CAP EC20 – – SS0 

PE5 T15OUT T15CAP EC15 – – – 

PE6 – – – SCK1 – – 

PE7 – – – MISO1 – – 

PE8 – – – MOSI1 – – 

PF0(2)(3) SWDIO – – – – – 

PF1(2)(3) SWCLK – – – – – 

PF2 – – – – – – 

PF3 SXIN – – – – – 

PF4 SXOUT – – – – – 

PF5 XIN – – – – – 

PF6 XOUT – – – – – 

PF7 – – – – – – 

PF8 – – – – – – 

PF9 – – – – – – 
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4. 電気的特性 

4.1 パラメータの条件 

特に指定がない限り、すべての電圧はVSSを基準としています。  

4.1.1 最小値と最大値 

特に指定がない限り、当社の製造テストでは周囲温度、電源電圧および周波数において動作範囲の条件下

でのデバイスの最小値と最大値を示します。 これらのテストは周囲温度 TA = 25℃およびTA = TAmax (動作規

格の温度範囲によって与えられる) の条件で生産される全てのデバイスに対して行っています。  

4.1.2 一般値 

特に指定がない限り、一般的なデータはTA = 25℃ および VDD = 5.0 Vの条件に基づいています。 一般的な

データは設計の推奨事項としてのみ提供され、テストは行われていません。  

4.1.3 一般的なカーブ 

特に指定がない限り、すべての一般的なカーブは設計の推奨事項としてのみ提供され、テストは行われてい

ません。  
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4.1.4 ピンの入力電圧 

デバイスのピンの入力電圧の測定方法を図 9に示します。  

図 9. ピンの入力電圧 

マイコンピン

Vin

 

 

4.1.5 消費電流の測定 

デバイスの消費電流の測定方法を図 10に示します。  

図 10. 消費電流の測定 

 

IDD
VDD
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4.1.6 電源の供給図 

図 11. 電源の供給図 

 

 

 

注: 各電源ペア (VDD/VSS など) は上に示したようにフィルタリングセラミックコンデンサでデカップリングする必要があります。 デバイスの安定的な

動作特性のためにはこれらのコンデンサをPCBの該当のピンになるべく近く、またはその真下に配置してください。  

  

{          }

A
3
1

S
1

3
4

XOUT

XIN

I/O

VSS

VDD

高電流部分
Infrared LED,
FND (7-Segment),
,, ,,,
etc.

{         }
0.01 µF

VCC

0.1 µF

この0.1μFのコンデンサはPCBレ
イアウト上でマイコンのVDDピン
　から1 cm以内に配置します。

{          }
この0.01μFのコンデンサは、ノ
イズ耐性を提供するために使用
できます。

X-tal

SXOUT

SXIN

32.768 kHz

メインおよびサブ振動子はPCBレイアウト上でMCUのピンから1cm以内に配置
します。

+
0.1 µF

VDD VCC

{          }
MCU電源ライン(VDDとVSS)は、
PCBレイアウト上のDC電源ノード
で高電流パートから分離します。

DC電源

サブクロックの負荷容量
-  C1、C2:CLX 2±15%
-  CL = (C1xC2)/(C1+C2) – Cstray
-  CL: 水晶振動子の固有の静電容量値
-  Cstray: PCB の並列コンデンサ (1 pF ～ 1.5 pF)

C1

C2

nRESET

VDD

1 µF

10 k {          }このリセット回路は、マイコンにな
るべく近くに配置します。
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4.2 絶対最大定格 

表 9に示した電圧特性、 表 10の電流特性あるいは表 11の温度特性に指定されているストレスの範囲を上回

る場合、デバイスに永久的な損傷が発生する恐れがあります。 以下の表にある値は最大ストレス条件であり、

デバイスがこれらの条件下での動作を保証することを意味しません。 これらの最大定格条件に長時間放置

する場合、デバイスの信頼性に影響を与える可能性があります。 デバイスの信頼性と性能を確保するには、

以下の表に指定された最大定格以内でデバイスを使用してください。  

表 9. 電圧特性  

注: 

1. すべての電源 (VDD) およびグランド (VSS) のピンは必ず許容範囲以内の外部電源との接続してください。  

2. VI の最大値は必ず順守してください。  

表 10. 電流特性 

注: 

1. 全ての電源 (VDD) および グランド (VSS) のピンは常に許容範囲以内の外部電源と連結してください。  

2. 電流消費は全てのI/Oピンと制御ピンに適切に配分する必要があります。 総出力電流が電源ピンの最大値を超えないようにご注

意ください。  

表 11.  温度特性 

  

記号 説明 Min. Max. 単位 

VDD − VSS
(1) 外部メイン電源電圧（ VDD を含む） −0.3 6.5 V 

VI I/Oの入力電圧 −0.3 Max. (VDD) + 0.3 V 

VO I/Oの出力電圧 −0.3 Max. (VDD) + 0.3 V 

記号 説明 Max. 単位 

ΣIVDD 全てのVDD 電源(ソース)に流れる合計電流(1) 170 mA 

ΣIVSS 全てのVSS グランド(シンク)からの合計電流(2) 190 mA 

IOH I/Oと制御ピンから供給される最大出力電流 −18 mA 

ΣIOH(PIN) すべての I/Oと制御ピンにより供給される合計出力電流 (2) −120 mA 

IOL1(PIN) I/Oと制御ピンによりシンクされる最大出力電流 15 mA 

IOL2(PIN) PD[7:0]の一ピンによりシンクされる最大出力電流 120 mA 

ΣIOL1(PIN) 全ての I/O と制御ピンによりシンクされる合計出力電流 (2) 80 mA 

ΣIOL2(PIN) 全てのPD[7:0]によりシンクされる合計出力電流 (2) 130 mA 

PT 総電力損失 650 mW 

記号 説明 数値 単位 

TOP 
動作温度 (商用グレード) −40～85 ℃ 

動作温度 (産業用グレード) −40～105 ℃ 

TSTG 保存温度 −65～150 ℃ 

TJ 最高接合部温度 150 ℃ 
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4.3 動作条件 

4.3.1 推奨動作条件 

表 12.  推奨動作条件 

注: リセットが発生するVLVRの最小値まで保証されます。  

4.3.2 パワーオン・リセットの特性 

表 13. パワーオン・リセットの特性 

 

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VDD 電源電圧 - 1.8(1) – 5.5 V 

FREQ 動作周波数 

HIRC @ 1.8 ≤ VDD ≤ 5.5 2.0 – 32 MHz 

外部クロック@ 3.0 ≤ VDD ≤ 5.5 2.0 – 32 MHz 

メイン発振器 (セラミック) 

@ 1.8 ≤ VDD ≤ 5.5 
2.0 – 4.2 MHz 

メイン発振器 (水晶) 

@ 2.7 ≤ VDD ≤ 5.5 
2.0 – 16 MHz 

サブ発振器 @ 1.8 ≤ VDD ≤ 5.5 32 – 38 kHz 

VIN 入力電圧 – −0.3 – VDD V 

TA 動作周囲温度 
商用 @ 1.8 ≤ VDD ≤ 5.5 −40 – 85 ℃ 

産業用 @ 1.8 ≤ VDD ≤ 5.5 −40 – 105 ℃ 

TJ 許容ジャンクション温度 - −40 – 125 ℃ 

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

IDD 動作電流 – – 0.1 – µA 

Vset PORの設定レベル – – 1.2 – V 

tR VDD 電圧の立ち上がり勾配 0.2 V～2.0 V 10 – 20,000 µs/V 

tF VDD 電圧の立ち下がり勾配 0.2 V～2.0 V 10 – 20,000 µs/V 

Vreset PORリセット・レベル – – 1.0 – V 

∆V ヒステリシス幅 – – 0.2 – V 
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4.3.3 リセットと電源制御ブロックの特性 (LVRとLVI) 

表 14と表 15に示すパラメータは表 12表 12. にある動作周囲温度条件に基づいて行われるテストによって得

られます。  

表 14. 低電圧リセットの特性 

注: LVRのしきい値は設定オプション領域のCONF_LVRCNFIGレジスタのLVRVS[3:0]ビットによって選択されます。  

 

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VLVR_R
(1) LVR 立ち上がりエッジのしきい値 LVRVS[3:0] 1111 – 1.62 1.77 

V 
VLVR_F

(1) LVR 立ち下がりエッジのしきい値 LVRVS[3:0] 

1011 1.85 2.00 2.15 

1010 1.98 2.13 2.28 

1001 2.13 2.28 2.43 

1000 2.31 2.46 2.61 

0111 2.47 2.67 2.87 

0110 2.84 3.04 3.24 

0101 3.00 3.20 3.40 

0100 3.35 3.55 3.75 

0011 3.45 3.75 4.05 

0010 3.69 3.99 4.29 

0001 3.95 4.25 4.55 

0000 4.25 4.55 4.85 

∆V ヒステリシス幅 – – 100 200 mV 

tLVRW パルス幅の最小値 – 100 – – µs 

– ノイズ・キャンセリング時間 – - 2 - µs 

ILVR LVR電流 
活性化 

VDD = 5 V 
– 10.0 20.0 

µA 
非活性化 – – 0.1 
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表 15. 低電圧インジケータの特性 

注: 

1. LVIレベルは SCU_LVICR.LVIVS[3:0]ビットによって選択できます。  

2. ユーザーマニュアルの  “4.8 .25 SCU_LVICR:  低電圧インジケータ・コントロール・レジスタ”項目を参照してください。  

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VLVI_F
(1)(2) 検出レベル 立ち下がりエッジの電圧 

1.85 2.00 2.15 

V 

1.98 2.13 2.28 

2.13 2.28 2.43 

2.31 2.46 2.61 

2.47 2.67 2.87 

2.84 3.04 3.24 

3.00 3.20 3.40 

3.35 3.55 3.75 

3.45 3.75 4.05 

3.69 3.99 4.29 

3.95 4.25 4.55 

4.25 4.55 4.85 

∆V ヒステリシス幅 – – – 200 mV 

tLVRW パルス幅の最小値 – 100 – – µs 

– ノイズ・キャンセリング時間 – – 2 – µs 

ILVI LVR電流 
活性化、全モード 

VDD = 5 V 
– 10.0 20.0 

µA 
非活性化 – – 0.1 
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4.3.4 消費電流の特性 

デバイスが消費する電流量は動作電圧、周囲温度、I/Oピンの負荷、ソフトウェア構成、動作周波数、I/Oピン

のスイッチング速度などだけてなく、メモリ内のプログラムの位置と実行中のコードなど、様々な要因とパラメ

ータの影響を受けます。  

消費電流は表 16の様に各条件に基づいて測定されます。  

4.3.4.1 電源電圧と消費電流 

表 16. 電源電圧と消費電流 

注: 

1. fXIN は外部メイン発振器、fSUB は外部サブ発振器、fHIRCは高周波内部RC発振器です。  

2. すべての消費電流項目には、WDTRC発振器とペリフェラルブロックの電流は含まれていません。 ただし、パワーオンリセット (POR)

 ブロックの電流は含まれています。  

4.3.4.2 I/O システムの消費電流 

I/Oシステムの消費電流にはスタティック消費電流とダイナミック消費電流があります。  

4.3.4.3 I/Oスタティック (静的) の消費電流 

プルアップ付きの入力のI/Oピンが外部から“LOW”に保持されると、電流消費が発生します。 この消費電流

はI/Oポート特性で指定されたプルアップ・プルダウン抵抗の値を使用して計算できます。  

出力ピンの消費電流を見積もるには、外部プルダウンおよび負荷も考慮する必要があります。  

中間電圧レベルが外部から印加されると、入力で設定されたI/Oピンの消費電流が増加する可能性がありま

す。 従って、特にこの構成が必要ない場合は、中間電圧レベルの印加を避けるべきであります。  

記号 パラメータ 動作条件 Typ. Max. 単位 

IDD1 

(メイン RUN) 

消費電流 

fHIRC = 32 MHz VDD  = 5V ± 10% 5.5 11.0 

mA 
fHIRC = 16 MHz VDD  = 5V ± 10% 3.5 7.0 

fXIN = 16 MHz 
VDD  = 5V ± 10% 5.0 10.0 

VDD  = 3V ± 10% 3.5 7.0 

IDD2 

(メイン SLEEP) 

fHIRC = 32 MHz VDD  = 5V ± 10% 3.4 6.8 

mA 
fHIRC = 16 MHz VDD  = 5V ± 10% 2.2 4.4 

fXIN = 16 MHz 
VDD  = 5V ± 10% 3.2 6.4 

VDD  = 3V ± 10% 2.0 4.0 

IDD3 (サブ RUN) fSUB = 32.768 kHz or fWDTRC = 40 kHz 

VDD  = 3V ± 10%, TA = 25℃ 

90 180 µA 

IDD4 (サブ SLEEP) 7.5 15.0 µA 

IDD5 (DEEP SLEEP) VDD  = 5V ± 10%, TA = 25℃ 0.5 3.0 µA 
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4.3.4.4 I/Oダイナミック(動的)の消費電流 

内部ペリフェラルの電流消費に加えて、アプリケーションのI/Oも全体の電流消費に影響を及ぼします。 I/O

ピンが“HＩＧＨ”または“LＯＷ”に切り替わる時にマイコンの電源からI/Oピンに繋がれている容量性負荷回路

 (内部または外部) を充放電します。  

4.3.5 外部クロック・ソースの特性 

4.3.5.1 外部メイン発振器 (オシレータ) 

外部メイン発振器 (XMOSC) のクロックは周波数範囲 2～16 MHzの水晶振動子、またはセラミック発振子を

使用して生成できます。 表 17には一般的な外部素子に基づいて得られた特性の結果です。  

出力の歪みと起動時の安定時間を最小限に抑えるために、アプリケーションでは振動子と負荷コンデンサを

発振器のピンにできるだけ近くに配置してください。  

周波数、パッケージ、精度などの振動子の特性に関する詳細な情報については、水晶振動子のメーカーにお

問い合わせください。  

表 17. 外部メイン発振器の特性 (1) 

注: 

1. 設計スペックとして保証されます。  

2. 水晶振動子、セラミック発振子のメーカーが提供する発振子の特性を意味します。  

3. tSU(XMOSC)はソフトウェアによって有効になった瞬間から安定した 2 MHz 発振に達するまで測定された起動時間です。 この値は標準

的な水晶振動子に対して測定されたものであり、水晶振動子の製造特性によって異なる場合があります。  

  

記号 パラメータ 動作条件 (2) Min. Typ. Max. 単位 

fXMOSC 

XMOSC水晶発振周波数 VDD  = 2.7 V～5.5 V 2.0 – 16.0 

MHz 
XMOSCセラミック発振周波数 

VDD  = 1.8 V～5.5 V 2.0 – 4.2 

VDD  = 2.7 V～5.5 V 2.0 – 16.0 

fOSC_IN 
ＸＩＮ入力周波数 VDD  = 3.0 V～5.5 V 2.0 – 32.0 MHz 

外部クロックデューティ比 – – 50 – % 

RF フィードバック・レジスタ 

XIN = VDD, 

XOUT = VSS, 

TA = 25℃, VDD = 5 V 

0.6 1.2 2.0 MΩ 

tSU(XMOSC)
(3) 

XMOSC水晶発振器の起動時間 
VDD  = 2.7 V～5.5 V, 

fXMOSC ≥ 2 MHz 
– – 60 

ms 

XMOSCセラミック発振器の起動時間 
VDD  = 1.8 V～5.5 V, 

fXMOSC ≥ 2 MHz 
– – 10 

tXH / XL 
XIN入力の“HIGH”または“LOW”状態

の継続時間 
fOSC_IN = 2.0～32 MHz 15.6 – 250 ns 
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図 12. 水晶・セラミック発振器  

XIN XOUT

C1 C2

 

 

図 13. 外部クロック 
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図 14. XINのクロックタイミング測定 

tXHtXL

XIN

0.2 VDD

0.8 VDD

1/fXIN

 

 

高周波アプリケーション用に設計され、水晶または共振器の要件を満たす高品質の外部セラミックコンデン

サを使用します。 CL1およびCL2コンデンサは通常同じ容量値であり、水晶振動子の製造社は通常的に両方

のコンデンサの直列結合の負荷容量を指定します。 CL1およびCL2コンデンサの容量値はPCB基板とマイコ

ンピンの寄生容量を考慮して設定する必要があります。（一般的にピンと基板の合計容量の概算値は通常2

～4 pFの範囲で想定します。）  
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図 15は、8 MHz 水晶振動子を使用した一般的なアプリケーションの回路図を示しています。  

図 15. 8 MHzの発振器の応用事例 
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4.3.5.2 外部サブ発振器 (オシレータ) 

外部サブ発振器 (XSOSC) クロックは、周波数 32.768 kHzの水晶振動子またはセラミック発振子を使用して生

成できます。 ここで提供される情報は表 18. 表 18に示す一般的な外部素子を使用して得られた特性評価結

果に基づいています。  

出力の歪みと起動時の安定時間を最小限に抑えるためにアプリケーションでは発振子と負荷コンデンサを発

振器のピンにできるだけ近くに配置してください。  

周波数、パッケージ、精度などの発振子の特性に関する詳細な情報については水晶振動子またはセラミック

発振子のメーカーにお問い合わせください。  

表 18. 外部サブ発振器の特性 (1) 

注: 

1. 設計スペックとして保証されます。 . 

2. tSU(XSOSC) はソフトウェアによって有効になる瞬間から安定した 32.768 kHz発振に達するまで測定された起動時間です。 この値は標

準的な水晶振動子に対して測定されたものであり、水晶振動子の製造特性によって異なる場合があります。  

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

fXSOSC XSOSC 水晶周波数 1.8 V～5.5 V 32 32.768 38 kHz 

fOSC_SXIN SXIN入力周波数 1.8 V～5.5 V 32 – 38 kHz 

RF 

フィードバック・レジスタ SXIN =  VDD , 

SXOUT =  VSS , 

TA = 25℃,  VDD  = 5 V 

2.5 5.0 10.0 MΩ 

tSU(XSOSC)
(2) 

XSOSCクリスタル起動時間 – – – 10 
s 

VDD  = 3 V, TA = 25℃  0.7 1.5 

tXH / XL 
SXIN 入力の“HIGH”または“LOW”状

態の継続時間 
– 13 – 15 µs 
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図 16. 水晶発振器 
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図 17. 外部クロック 
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図 18. SXINでのクロックタイミング測定 
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図 19. 32.768 kHzの発振器の応用事例 
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注: SXINとSXOUTの間に外部レジスタは必要なく、追加することは禁止します。  
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4.3.6 内部クロック・ソースの特性 

表 19および表 20に示しているパラメータは表 12に指定された周囲温度と電源電圧条件下で行われたテスト

を通じて得られます。  

4.3.6.1 高周波内部RC発振器 (オシレータ) 

表 19. 高周波内部RC発振器の特性 

注: 

1. 設計によって保証されていますが、SMTプロセスの後にオンボードプログラミングが必要になる場合があります。 高温でのHIRCの

校正は周波数シフトを引き起こす可能性があるため、SMTプロセスの後に室温近くまで冷却するための十分な校正時間を確保す

ることが重要になします。  

2. ユーザトリミングとは、E-PGM+を使用してHIRC発振器の周波数を調整する校正プロセスを示します。 これは発振器の精度を微調

整するため使かわれる方法です。 HIRC周波数の許容誤差 ±1.0% を達成するには、ユーザトリミングを実行する必要があります。  

 

4.3.6.2 内部ウォッチドッグタイマ専用のRC発振器 

表 20. 内部ウォッチドッグタイマ専用のRC発振器の特性 

 

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VDD 動作電圧 – 1.8 5.0 5.5 V 

fHIRC HIRC周波数 – – 32 – MHz 

ACCHIRC
(1)  正確度 

TA = 0℃～50℃ – – ±1.5 

% 

TA = −10℃～50℃ 

ユーザトリミング（E-PGM+使用のみ）(2) 
– – ±1.0 

TA = –40℃～85℃ (商用) – – ±2.0 

TA = –40℃～105℃ (産業用) – – ±3.0 

DuCy デューティ周期 – 40 50 60 % 

tSTAB(HIRC) HIRC発振器の安定時間 – – – 100 µs 

IHIRC HIRC発振器の消費電力 
HIRC発振器が有効の場合 – 500 – 

µA 
HIRC発振器が無効の場合 – – 0.1 

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

fWDTRC WDTRC 周波数 – 34 40 46 kHz 

tSTAB(WDTRC) WDTRCの安定時間 – – – 1 ms 

IWDTRC WDTRCの消費電力 
WDTRCが有効化 – 3 6 

µA 
WDTRCが無効化 – – 0.1 
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4.3.7 フラッシュメモリの特性 

表 21. フラッシュメモリの特性 

 

 

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

tFSW ページ・プログラム時間 – – 3.0 3.5 ms 

tFSE ページ・イレース時間 – – 3.0 3.5 ms 

tFCE チップ・イレース時間 – – 3.0 3.5 ms 

VPGM プログラミング電圧 イレース/プログラム時  2.0 – 5.5 V 

fHCLK システム・クロック周波数 – 2.0 – – MHz 

NFFWE 

コード・フラッシュメモリの再

プログラム/イレース・サイク

ル 

ページ 0～511、 

コンフィグ・オプション

ページ1 
TA = 25℃ 

ページ単位 

10,000 – – 

回 

コンフィグ・オプション

ページ2、3 
100,000 – – 

NFDFWE 

データ・フラッシュメモリの再

プログラム/イレース・サイク

ル 

ページ 0～127 
TA = 25℃ 

ページ単位 
100,000 – – 回 

tFRT データ保持時間 – 10 – – 年 
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4.3.8 I/Oポートの特性 

表 22. 表 22に示すパラメータは表 12. に指定されている周囲温度と供給電圧条件下で行われるテストを通じ

て得られます。  

表 22. DC電気的特性 

 

4.3.8.1 出力駆動電流 

GPIOは IOL と IOH によって指定された範囲内で電流をシンクまたはソースすることができます。  

「4.2」で指定されている絶対最大定格を確保するためにはユーザアプリケーションで電流を駆動するI/Oピン

の数を制限する必要があります 

▪ VDDにより供給される全てのI/Oピンの合計電流とMCUの最大動作電流 (RUNモードの際) は表 10に

指定されている絶対最大定格であるΣIVDDを超えるべきではありません。  

▪ GNDによりシンクされる全てのI/Oピンの合計電流とMCUの最大動作電流 (RUNモードの際) は表 10

に指定されている絶対最大定格であるΣIVSSを超えるべきではありません。  

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VIH 高電圧入力 全ての入力ポート、nRESET 0.8 × VDD – VDD V 

VIL 低電圧入力 全ての入力ポート、nRESET – – 0.2 × VDD V 

VOH1 

高電圧出力 

VDD = 4.5 V, IOH1 = −2 mA, VOH2 

を除く全ての出力ポート。  
VDD – 1.0 – – 

V 

VOH2 
VDD = 4.5 V, TA = 25℃,  

IOH2 = −15 mA, PE[8:0], PC5 
VDD – 2.0 – – 

VOL1 
高電圧入力 

VDD = 4.5 V, IOL1 = 10 mA, VOL2 

を除く全ての出力ポート。  
– – 1.0 

V 

VOL2 VDD = 4.5 V, IOL2 = 120 mA, PD[7:0] – 1.5 3.0 

IIH 高い漏洩電流入力 全ての入力ポート。  – – 1 µA 

IIL 低い漏洩電流入力 全ての入力ポート。  –1 – – µA 

RPU プルアップ抵抗 

VI = 0 V、 TA = 25℃ 

全ての入力ポート。  

VDD = 5 V 25 50 100 

kΩ 
VDD = 3 V 50 100 200 

VI = 0 V、 TA = 25℃ 

nRESET 

VDD = 5 V 150 250 400 

VDD = 3 V 300 500 700 

RPD プルダウン抵抗 
VI = VDD、 TA = 25℃ 

全ての入力ポート。  

VDD = 5 V 13 25 50 
kΩ 

VDD = 3 V 25 50 100 

CIO I/Oピンの容量 
F = 1 MHz 

未測定のピンはVSSに接続されます。  
– – 10 pF 
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4.3.8.2 出力電圧の特性 

特に指定されない限り、表 23のパラメータは表 12に指定されている周囲温度と電源電圧条件下で行われた

テストによって得られます。  

表 23. 出力電圧の特性 

 

4.3.8.3 ACの特性 

特に指定されない限り、表 24のパラメータは表 12に指定されている周囲温度と電源電圧条件下で行われた

テストによって得られます。  

表 24. ACの特性 

 

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VOH1 
I/Oピンの出力高レベル電圧 

VDD = 4.5V, IOH1 = –2 mA VDD – 1.0 – – V 

VOH2 VDD = 4.5V, IOH2 = –15 mA VDD – 2.0 – – V 

VOL1 
I/Oピンの出力底レベル電圧 

VDD = 4.5V, IOL1 = 10 mA – – 1.0 V 

VOL2 VDD = 4.5V, IOL2 = 120 mA – 1.5 3.0 V 

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

tRST “LOW”幅のRESETB入力 VDD = 5 V 10 – – µs 

tIWH, tIWL 
割り込み入力の“HIGH”、“LOW”

幅 
VDD = 5 V、 全ての割り込み 100 – – ns 

tECWH, tECWL 
外部カウンタ入力の“HIGH”、“L

OW”パルス幅 

VDD = 5 V、  

全ての外部カウンタ入力 
100 – – ns 

tREC, tFEC 
外部カウンタ遷移時間 VDD = 5 V、  

全ての外部カウンタ入力 
– – 20 ns 

fIO I/O周波数 VDD = 2.7 V、 CL = 30 pF – – 8 MHz 
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図 20. ACのタイミング 

t IWHtIWL

外部
割り込み

tRST

0.2VDD

0.2VDD

0.8VDD

RESETB

t ECWHt ECWL

ECn

tFEC tREC
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4.3.9 A/Dコンバータの特性 

特に指定されない限り、表 25のパラメータは表 12に指定されている周囲温度および電源電圧条件下で行わ

れたテストによって得られます。  

表 25. ADCの電気的特性 

注: 

1. ゼロ・オフセット・エラーはゼロ入力電圧 (VSS) が印加されたときの“0x000”の値と変換された出力値との不一致です。  

2. フルスケール・エラーは、“0xFFF”の値とフルスケール電圧 (VDD ) を印加したときの変換出力値との不一致です。  

3. AVREFが 2.7 V以下の場合、 AVREF が0.1 V低下するごとに分解能が1ビット低下します。 分解能は2.7V未満の条件ではテストさ

れてません。 ADCを2.7V未満で動作させる場合は、0.5 MHzのADCクロックを使ってください。  

4.3.9.1 一般的なPCB設計ガイドライン 

電源は図 11に示す電源の供給図に従って分離する必要があります。 VDDとAVDDの間にデカップリングするコ

ンデンサは高品質セラミックコンデンサを使用し、できるだけチップの近くに配置する必要があります。  

  

記号 パラメータ 動作条件 Min. Typ. Max. 単位 

VDD 動作電圧 – 2.2 5.0 5.5 V 

– 分解能 – – 12 – bit 

VAN アナログ入力電圧 – VSS – AVREF V 

AVREF アナログ基準電圧 – 2.2 – VDD V 

IADC ADCの電流 
ADCが有効化  

VDD = 5.0 V 
– 1 2 mA 

ADCが無効化 – – 0.1 µA 

IAN ADC漏洩電流入力 AVREF = 5.0 V – – 2 µA 

tCONV 変換時間 2.7 V < AVREF < 5.5 V 20 – – µs 

PCLK 動作周波数 – 2 – 32 MHz 

INL 積分非線形性 2.7 V < AVREF < 5.5 V – – ±5 

LSB 

DNL 微分非直線性 2.7 V < AVREF < 5.5 V – – ±1 

ZOE(1) ゼロオフセットエラー 2.7 V < AVREF < 5.5 V – – ±4 

FSE(2) フルスケールエラー 

2.7 V < AVREF < 5.5 V – – ±8 

VDD = 3 V, VDDが ADCの基準電圧として使用

された場合。  
– – +30 
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4.3.10 通信インターフェースの特性 

4.3.10.1 I2Cインターフェースの特性 

I2CインターフェースはI2Cバス仕様で指定されたタイミング要件に加えて、以下にで示すユーザタイミング要

件にも準拠しています。  

▪ 標準モード (Sm): 最大100 kbpsのビットレート 

▪ 高速モード (Fm): 最大400 kbpsのビットレート 

▪ 高速モードプラス (Fm+): 最大1 Mbpsのビットレート 

I2Cタイミング要件はI2Cペリフェラルが正しく設定されてI2Cクロック周波数が以下の表 26表 26. にある最小

値以上である場合、設計的に保証されます 

表 26. I2Cの特性 

図 21. I2Cのタイミング 

 

SCL

SDA

tSTSU

tSTHD

SDA 

Out

tSCLH tSCLL
tDIH

tDIS

tVD

tVD

tSPSU

tSPHD

tBF

fSCL

 

  

記号 パラメータ 
標準モード 高速モード 高速モードプラス 

単位 
Min. Max. Min. Max. Min. Max. 

– I2Cの動作電圧 VDD ≥ 1.8 V VDD ≥ 2.0 V VDD ≥ 2.7 V V 

fSCL クロックの周波数 0 100 0 400 0 1,000 kHz 

tSCLH クロックの上位パルス幅 4.0 – 0.6 – 0.26 – 

µs 

tSCLL クロックの下位パルス幅 4.7 – 1.3 – 0.5 – 

tBF バスの空き時間 4.7 – 1.3 – 0.5 – 

tSTSU スタート条件のセットアップ時間 4.7 – 0.6 – 0.26 – 

tSTHD スタート条件のホールド時間 4.0 – 0.6 – 0.26 – 

tSPSU ストップ条件のセットアップ時間 4.0 – 0.6 – 0.26 – 

tSPHD ストップ条件のホールド時間 4.0 – 0.6 – 0.26 – 

tVD クロックからの出力有効 0 – 0 – 0 – 

tDIH データ入力のホールド時間 0 – 0 1.0 0 0.45 

tDIS データ入力のセットアップ時間 250 – 100 – 50 – ns 
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4.3.10.2 SPI インターフェースの特性 

特に指定されない限り、表 27のパラメータは表 12に指定されている周囲温度、PCLK周波数および電源電圧

の条件下で行われたテストを通じて得られます。  

I/O兼用の特性 (SPIのSS、SCK、MOSIおよびMISO) に関する詳しい情報については、「4.3.8」を参照してくだ

さい。  

表 27. SPIの特性 

 

  

記号 パラメータ 動作条件 Min.  Typ. Max. 単位 

fSCK SPIクロックの周波数 

VDD ≥ 2.7 V 
内部 SCKソース  

– 
 

– 8 

MHz 
外部 SCKソース  

VDD ≥ 1.8 V 
内部 SCKソース 

– 
 

– 4 
外部 SCKソース  

tSCKH, tSCKL 
入力/出力クロックの 

上位、下位パルス幅 
内部/外部 SCKソース 0.8 x Typ. 

 
tSCK/2 1.2 x Typ. ns 

tFOD 
最初の出力クロックの 

ホールド (遅延)時間 
内部/外部 SCKソース、CPHA = 0 0.4 x tSCK 

 
– – ns 

tDS 
出力クロックの 

ホールド (遅延)時間 
– 

– 
 

– 25 ns 

tDIS 入力セッアップ時間 17  – – ns 

tDIH 入力ホールド (遅延)時間 20  – – ns 

Duty 
SPI周波数の 

デューティ・サイクル(SCK) 
スレーブ・モード 40 

 
50 60 % 
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図 22. SPIのタイミング 
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MSB LSB
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4.3.10.3 UART インターフェースの特性 

特に指定されない限り、表 28のパラメータは表 12. に指定されている周囲温度、 PCLK周波数および電源電

圧の条件下で行われたテストを通じて得られます。  

表 28. UARTの特性 

 

記号 パラメータ Min. Typ. Max. 単位 

Fmax 最大文字送信周波数 – – 0.32 Mbits 
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5. パッケージの情報  
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5.1 64-LQFPのパッケージの情報 

64-LQFPは、64 ピンの 10×10 mm大きさのクアッド・フラット・パッケージです。  

図 23. 64-LQFPのパッケージ寸法 
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5.2 48-LQFPのパッケージの情報 

48-LQFPは、48 ピンの 7×7 mm大きさのクアッド・フラット・パッケージです。  

図 24. 48-LQFPのパッケージ寸法 
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5.3 44-LQFPのパッケージの情報 

44-LQFPは、44 ピンの 10×10 mm大きさのクアッド・フラット・パッケージです。  

図 25. 44-LQFPのパッケージ寸法 
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5.4 32-LQFPのパッケージの情報 

32-LQFPは、32 ピンの 7×7 mm大きさのクアッド・フラット・パッケージです。  

図 26. 32-LQFPのパッケージ寸法 
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5.5 32-QFNのパッケージの情報 

32-QFNは、32 ピンの 5×5 mm大きさのクアッド・フラット・ノーリード・パッケージです。  

図 27. 32-QFNのパッケージ寸法 
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6. 注文情報 

図 28. デバイスの命名法 - 部品番号デコーダ 

A31S13  4   R   L   2   N  (T)

ベース製品名

コードメモリサイズ

ピン数

パッケージタイプ

温度

ボンディングワイヤ

包装

A31S13 = Arm Cortex-M0+ ベース・マイコン

4                   128 Kバイト

R                   64 ピン
C                   48 ピン
S                   44 ピン
K                   32 ピン

L                   LQFP1  (0.5 mm ピンピッチ)
N                   LQFP3  (0.8 mm ピンピッチ)
U                   QFN

None              40 to 85   (商用グレード)
2                   40 to 105   (産業用グレード)

None             Au ワイヤ
N                  Pd-Cu ワイヤ

(T)                テープ＆リール
(W)               ウェハ
(C)                チップキャリア

 

注:  利用可能なオプション (メモリ、パッケージなど) のリストまたはこのデバイスの詳細な情報については、 近くのABOV 営業所

にお問い合わせください。  
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用語集 

本セクションではA31S134のデータシートで使用される頭字語、略語および用語の簡単な定義を示します。 

▪ AHB: アドバンスド・ハイパフォーマンス・バス 

▪ APB: アドバンスド・ペリフェラルバス 

▪ Byte (バイト)： 8 ビット長さのデータ 

▪ CRC: 巡回冗長検査 

▪ DMA: ダイレクト・メモリ・アクセス 

▪ I2C: 相互集積回路 

▪ LSB: 最下位ビット 

▪ LQFP: 薄型クアッド・フラット・パッケージ 

▪ LVI: 低電圧インジケータ 

▪ LVR: 低電圧リセット 

▪ PGM: プログラミング 

▪ POR: パワーオン・リセット 

▪ QFN: クアッド・フラット・ノーリード 

▪ SCU: システム制御ユニット 

▪ SPI: シリアル・ペリフェラル・インターフェース 

▪ UART: 汎用調歩同期式直列送受信器 

▪ USART: 汎用同期式調歩同期式直列送受信器 

▪ WDT: ウォッチドッグ・タイマ 

▪ Word (ワード)： 32ビット長さのデータ  
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変更履歴 

 

 

リビジョン 変更日 変更内容 

1.00 2024.07.08 初版発行 

1.01 2024.12.19 ABOVの免責事項の修正 
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